
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
サ
ン
タ
に
も
「
不
況
は
あ
る
」
と

子
に
諭
し
）
（
願
わ
く
ば

何
事
も
な
い

寝
正
月) 

（
年
賀
状

決
ま
っ
た
文
句

又
呑
も
う
）
（
ミ
ス
多
発

風
水
悪
し
と

席
を
替
え
）

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で
先

ず
、
県
知
事
選
挙
に
触
れ

｢

衆
議
院
第
５
区
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
課
題
が

未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な

い｣

こ
と
を
連
合
新
潟
と

民
進
な
が
お
か
に
求
め
た

う
え
で
、｢

連
合
の
社
会

的
責
任
は
政
治
で
解
決
す

る
ウ
ェ
ー
ト
が
高
く
、
そ

の
た
め
の
運
動
を
し
て
い

く｣

と
述
べ
た
。
ま
た
、

｢

地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
、
日
本
一
の
地
域
活
動

を
め
ざ
し
活
動
し
て
き

た｣

と
述
べ
、

16
春
闘
、

平
和
や
環
境
運
動
に
も
力

を
入
れ
て
き
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
社
会
貢
献
と
し

て｢

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の

連
携
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
等
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く｣

こ
と
等
が
挨
拶
で

述
べ
ら
れ
た
。
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と
し
て
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・

曽
山
代
議
員
と
情
報
労

連
・
佐
藤
代
議
員
を
選
出

15
時
に
開
会
し
た
総

会
は
、
羽
賀
副
議
長
が
開

会
挨
拶
を
述
べ
、
議
長
団
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れ
、
盛
り
上
が
っ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
最
後

は
與
口
新
副
議
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
神
田
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
長(

青
年

女
性
委
員
会)

と
尾
本
同

副
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
た
。

で
終
了
し
た
。

18
時

30
分
か
ら
は
、

牧
野
連
合
新
潟
事
務
局

長
、
髙
見
長
岡
市
副
市
長

や
久
住
見
附
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
ご
来
賓
と
組
合

員
等
総
勢
２
０
０
名
程
の

参
加
者
で
、
賑
や
か
な
連

合
中
越
地
協
躍
進
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

明
年
で
発
災
６
年
を
と
な

る
東
日
本
大
震
災
や
九
州

地
震
へ
の
支
援
を
込
め
、

東
北
の
物
産
と
熊
本
・
大

分
の
物
産
な
ど
を
多
く
取

り
寄
せ
た
震
災
応
援
お
楽

し
み
大
抽
選
が
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会
に
よ
り
行
わ

に
就
任
し
た
與
口
副
議
長

と
米
持
幹
事
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
活
躍
に
期
待
を
込

め
た
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

総
会
の
最
後
は
松
野
副

議
長
の
閉
会
挨
拶
、
矢
島

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

題｣

、
第
２
号
議
案｢

17

年
度
予
算｣

を
事
務
局
長

が
提
案
し
満
場
一
致
で
決

定
し
た
。

次
に
、
第
３
号
議
案

｢

役
員
の
一
部
交
代｣

、
第

４
号
議
案｢

退
任
役
員
の

表
彰｣

を
承
認
し
、
小
堺

副
議
長
、
今
井
幹
事
、
富

岡
前
幹
事
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
、
顧
問
の
委

嘱
、
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

確
認
し
、
総
会
宣
言
を
火

山
副
議
長
が
提
案
し
採
択

し
た
。

退
任
役
員
挨
拶
で
は
、

今
期
で
交
代
す
る
小
堺
さ

ん
、
今
井
さ
ん
と
３
月
で

退
任
し
た
富
岡
さ
ん
か
ら

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
感
謝
の

拍
手
が
送
ら
れ
た
。
退
任

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
、
新
た
に
役
員

次
に
連
合
新
潟
牧
野
事

務
局
長
、
磯
田
長
岡
市

長
、
中
越
高
齢
協
、
民
進

な
が
お
か
、
社
民
党
、
労

働
金
庫
、
総
合
生
協
か
ら

ご
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
議

事
に
入
っ
た
。

ま
ず

16
年
度
活
動
報

告
、
決
算
報
告
を
小
林
事

務
局
長
が
報
告
。
監
査
報

告
を
沓
名
会
計
監
査
が
報

告
し
、
３
報
告
が
そ
れ
ぞ

れ
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

審
議
事
項
は
、
第
１
号

議
案｢

17

年
度
重
点
課

連
合
中
越
第
26
回
年
次
総
会

総
会
終
了
後
に
は
躍
進
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
開
催
す
る
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60
代
か
ら

80
代
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
毎
日

起
き
て
い
る
。
し
か
も
重
大
事

故
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
対
応

は
後
手
に
回
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
は

運
転
が
衰
え
て
い
る
と
自
覚
し

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
年
を
取
る

ほ
ど
運
転
が
上
手
く
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
▼
２

０
１
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で

は
、｢

事
故
を
回
避
す
る
自
信
が

あ
る
か｣

と
い
う
質
問
で

70
歳

以
上
の
平
均
で
は

50
％
を
超

え
、
反
対
に
最
も
自
信
が
な
い

の
は

30
代
、

40
代
で

10
％
代

な
の
に
、
60
代
か
ら
急
激
に
上

昇
し
て
い
た
。
高
齢
者
は
交
通

規
則
よ
り
自
分
の
経
験
を
重
視

し
、｢

今
ま
で
こ
れ
で
事
故
は
起

き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
起
き
な
い
と
考
え
る｣

と
し
て

い
る
。
今
ま
で
一
時
停
止
し
な

く
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、

一
時
停
止
し
な
く
て
も
良
い
よ

う
な｢

マ
イ
ル
ー
ル｣

を
勝
手
に

作
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
実
際
、

高
齢
者
ほ
ど
一
時
停
止
し
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
が
非
常
に
多
い
▼

ま
た
、
年
を
取
る
と
頑
固
に
な

り
、
危
険
な
の
に｢

自
分
は
正
し

い｣

と
思
い
込
む
こ
と
が
あ
る
。

決
め
付
け
や
思
い
込
み
以
外

に
、
物
理
的
に
反
応
速
度
が
遅

く
な
っ
て
お
り
、
相
対
的
な
も

の
な
の
で
本
人
だ
け
は
気
が
つ

か
な
い
。
結
果
、
高
齢
者
の
ほ

う
が
危
険
に
気
づ
か
な
い
の

で
、｢

自
分
は
若
い
頃
よ
り
運
転

が
上
手
く
な
っ
た｣

と
考
え
る
よ

う
に
な
る
▼
普
通
に
暮
ら
し
て

い
た
人
が
、
あ
る
日
突
然
、
加

害
者
と
被
害
者
に
な
り
悲
し
み

の
ど
ん
底
に
落
ち
て
し
ま
う
。

非
常
に
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
と

思
う
。
国
全
体
、
行
政
で
福
祉

の
充
実
を
最
優
先
に
考
え
、
車

が
無
く
て
も
不
自
由
な
く
暮
ら

せ
る
社
会
を
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
。

副議長

羽賀 実≪№233≫

 東蔵王２

第

26
回
連
合
中
越
年
次
総
会
が

11
月
25
日(

金)

午
後
３
時
か
ら
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開
催
さ
れ
、｢

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！
す
べ

て
の
働
く
者
を
連
合
の
輪
へ
『
安
心
社
会
』
を
切
り
拓
こ
う
！ 

運
動
へ
の

『
参
加
』
と
組
織
の
『
拡
大
』
を
す
す
め
、
地
域
活
動
を
広
げ
よ
う
！
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
17
年
度
重
点
課
題
と
役
員
の
一
部
交
代
等
を
満
場
一
致
決

定
し
た
。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
忘
年
会

酔
い
が
覚
め
た
ら

新
年
会
）
（
三
億
円

二
億
円
で
も
い
い

い
や
十
万
）
（
サ
ン
タ
に
は

僕
が
会
う
か
ら

パ
パ
は
寝
て
）
（
除
夜
の
鐘

今
年
も
無
事
で

一
人
で
す)
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  11月30日（水）に第9回連合中越小千谷支部

定期総会が、小千谷市のプラザ片山にて開催

されました。総会では連合中越地協副議長の横澤様、小千谷市議

会議員の長谷川有里様、同じく小千谷市議会議員の駒井和彦様よ

りご祝辞を頂いた後、１年間の活動総

括と2017年度の支部活動及び予算の承

認を頂きました。総会の最後には小千

谷支部 橋本支部長の音頭で、「団結

ガンバロー！」で総会を締めくくりま

した。

その後は別室に移り、懇親会を行いました。労金小千支店長
の細木様、総合生協中越支局長の玉木様よりご祝辞を頂いた後、
今年一年の活動を振り返りながら他単組との懇親を深めました。

連合中越地協小千谷支
部は「地域に根ざし、活動
の見える組織づくりをすす
めよう」をスローガンに

2017年度もより活発な活動
を進めていきます    

御礼
「連合中越第26回年次総会

        ご出席の皆様へ」

  ご寄附重量 ７６kg

  ※ありがとうございました※

 12月14日（水）に金誠館（南魚沼市）に

て第９回南魚沼支部総会が開催されまし

た。連合中越地協小林事務局長を始め、

来賓の方々からは温かいご祝辞と激励の言葉をいただきま

した。2016活動報告を確認し、2017活動方針等審議事項は

いずれも原案どおり承認されました。2017の役員体制につ

いては承認に当たり

一瞬拍手が起こらな

いというハプニング

も起きましたが、無

事現体制維持となり

更なる活動の強化・

躍進と諸課題の前進

を誓い、出席者全員

の団結ガンバローで

総会を締めることが

できました。総会後

同会場にて引き続き行われた懇親会においても、単組間の

情報を交換でき今後の活動を盛り上げる機運を高めること

ができました。

南魚沼支部

第９回十日町支部総会を、１２月１３

日（火）午後６時３０分よりサンクロ

ス十日町にて行いました。

支部長のあいさつと来賓の

祝辞をいただき、２０１６活

動報告等の確認と、２０１７

年度の活動方針では単組の再

編もあるため、支部の体制や

活動の在り方も検討

していくことを説明

しました。

最後は、支部長の団

結ガンバローで会を

締めました。

十日町支部 12月12日(月) 小出郷福祉センターに

て、第1回単組代表者会議兼第9回北魚沼支

部年次総会を開催しました。

連合中越地域協議会の

羽賀副議長より来賓の挨拶を

いただき、11月25日開催の

連合中越地域協議会の総会で

の重点課題等承認された報告

と、北魚沼支部の1年間の行

動報告と次年度の支部活動、

予算、幹事会体制等を確認しました。スローガン、総会宣

言の承認後、次年度の活動に

対して山本支部長の「団結ガ

ンバロー」で締めくくりまし

た。

総会終了後、単組交流会を

開催し交流を深めました。

小千谷支部

北魚沼支部

新年度の活動を開始

各支部総会特集

１２月６日、連合見附地区支部はホテル

つるやにて支部総会を開催しました

今年度を振り返ると総会後すぐ支部事務所の移転があ

り、４月からは事務局長の後任補充が間に合わず、７月末

には支部長の会社事情によります降任と、組織体制が整わ

ず大変ご迷惑をおか

けしました。

支部総会を迎える

にあたり、毎度の活

動を展開しつつ構成

単組の代表者との話

し合いを重ね、本日

支部三役、新支部長

高戸さん（JP労組）

副 支 部 長 樋 山 さん

（自治労見附）新事

務局長荻原さん（見附繊労）新中越幹事五十嵐さん（UAゼ

ンセンフジニ）のもと再出発を確認しました。

見附支部


